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研究成果の概要（和文）：　ロシアにおける各種人口動態決定要因の抽出を完了させた．他の諸国と同様に，ロ
シアにおいても所得水準は出生の意思決定に有意な影響を与えないことが示された．死亡率の決定については，
生活習慣とりわけ飲酒習慣の強い影響が示された．地域間人口再配置に対して社会経済要因の決定的な影響も抽
出された．
　成果は既に多くの刊行物の形をとっているが，更に可能な限り国際学術誌への投稿を実施している．著書は第
7回地域研究コンソーシアム「研究作品賞」を受賞するに至った．また比較経済体制学会，ロシア・東欧学会，
英国スラブ東欧研究学会，世界比較経済学会等での成果の公表を行った．多数の招待講演においても成果報告を
実現した．

研究成果の概要（英文）：We finalized comprehensive analysis on the determinants of population 
dynamics in Russia. Income level does not have significant effect on decision of giving birth in 
Russia, as in other countries. The pattern of alcohol consumption critically affects mortality 
rates/life expectancy at birth. As for interregional migration, economic and social factors showed 
significant effects on their patterns. 
Many of the fruits of this project were already published either as an article in academic journals 
or as a chapter in books. One of the books was awarded The 7th "Japan Consortium of Area Studies" 
award (prominent scholar category). Oral reports were presented at the annual conferences of the 
Japanese association for comparative economic studies, the British association for Slavonic and East
 European studies and the Japanese association for Russian and East European studies.

研究分野：ロシア経済論・人口論・地域経済論

キーワード： ロシア　人口動態　ミクロ計量分析　ジェンダー　死亡率　出生率　地域間人口移動
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１．研究開始当初の背景 
経済体制の移行が始まった 1990 年代初頭
から今日に至るまで旧社会主義諸国におい
て，人口の自然減少（死亡率が出生率を上回
る状況）は焦眉の課題であり続けている．
1980 年代末まで再生産水準を維持していた
当該諸国の合計特殊出生率は，その後急速に
低下し 2000年には多くの国が 1.5を下回る出
生率を示した．また年齢別死亡率が 2倍近く
に上昇したことが出生時平均余命を劇的に
引き下げ，総人口の減少が始まった．ロシア
連邦もそうした国々の中の 1つであるが，死
亡率の上昇という側面では旧社会主義諸国
の中でも最も深刻な状況にあった．  
ロシアの家計調査データ分析は労働市
場・貧困分布等に関する研究が主流であり，
人口分析への適用は限定的であった．ロシア
本国では多数の優れた研究があるが，記述
的・歴史的検討が中心であり，ミクロ個票等
による定量分析が主流である国際的状況と
は環境を異にする．また 1991年から 2001年
までの急速な自然減少に続き 2002 年以降
2012 年まで持続的に自然減少が縮小してい
るというロシアの特異な状況にも関わらず，
その要因分析は停滞している．とりわけジェ
ンダー状況・生活習慣等といった家計調査個
票での分析が不可欠であるような要因が人
口動態に及ぼす影響の検討は，極めて遅れて
いると言わねばならなかったのである． 
 
２．研究の目的 
人口動態に影響を与えると想定される要
因が数多い事は自明である．だがその多くは
ミクロデータに依拠することなく検討する
のは困難なものである．日本をも凌駕する速
度で人口の減少が進行したロシアの経験か
ら学ぶべく，本研究は上述のロシアにおける
人口研究の現状を踏まえ，ロシアの家計／個
人レベルでのミクロデータを用い，出生・死
亡・移動の三要因を総合的に検討する．既に
ミクロデータを基礎として行われてきてい
る欧米諸国・日本の人口研究から得られた知
見をロシアの分析に適用する．特異な状況を
見せるロシアの人口動態を分析する上で，本
研究はその用いるデータ・手法とも先駆的な
ものとなる事が確実であり，国際的に高く評
価される可能性は極めて高いと考えた． 
 
３．研究の方法 
本プロジェクトはロシアの家計調査デー
タ RLMS・国際社会科学プログラム ISSP の
個票データを利用しロシアの人口動態規定
要因を抽出・特定することが課題であった．
その進行は下記の段階を踏んだ．即ち，(1)
機関・研究グループ単位での利用を可能とし
た契約による RLMS 個票その他データの獲
得；(2)文献調査を中心とする人口動態規定要
因の再精査；(3)データの作業用クリーニン
グ；(4)試論的モデルの設定と分析；(5)マク
ロ・セミマクロデータとの整合性のチェッ

ク；(6)社会学的調査によるデータの補強；(7)
分析モデルの再構築と再度の分析；(8)成果の
とりまとめと公表，という 8段階であり，結
果の獲得までには(4)～(6)の段階を繰り返す
が，必要に応じ(3)のデータクリーニングに立
ち戻る事にもなった． 
研究成果は日本語・英語・ロシア語で作成
し，我が国及び海外への積極的な発信を行っ
た． 
 
４．研究成果 
ロシアにおける人口動態規定要因の総合
的検討を完了させた．また実施した社会学的
ミクロヒストリー収集の結果によって，本体
としての大規模ミクロ計量分析の論点を補
完し，主たる分析結果の説得力を強調出来た．
成果は可能な限りの論文化を行うと共に国
際学術誌への投稿を継続的に行った．また国
内外での学会報告も実現した．加えて，外部
に対して開かれたシンポジウムを開催する
ことも行った．そこにはロシア現地の人口学
者やドイツの社会学者等有力研究者を招聘
し，客観的評価を受ける機会を設けた．それ
らを通じて得られたコメントや改善への示
唆等を参照し，一連の成果を再検討の上でプ
ロジェクト集約物としての単行本出版を企
画した．邦文・英文の専門図書，並びに啓蒙
書の出版を行った． 
 中でもその集大成の一つと言える
Demography of Russia: From the Past to the 
Present, Palgrave Macmillan, London, UK 
(authored by T. Karabchuk, K. Kumo and E. 
Selezneva)は，第 7回地域研究コンソーシアム
「研究作品賞」を受賞し，かつ雲がロシア科
学アカデミー極東支部経済研究所名誉教授
Honorary Professor の称号を付与される等高
い評価を得ることが出来た． 
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